
平成21年2月1日

103号
2009

小
こ

正
しょう

月
がつ

行事のひとつ「団子さし」を体験（郷土資料館）

　   10施設の指定管理者決まる   3

　   一般会計6,693万円を追加   4

　   太陽光発電整備補助金の導入を　ほか〈9人が一般質問〉   8

12
月
定
例
会
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提
案
理
由　

1
月
1
日
か
ら

施
行
さ
れ
る
産
科
医
療
補
償

制
度（
一
定
の
出
産
に
か
か

る
事
故
に
つ
い
て
補
償
金
の

支
払
い
の
た
め
、
1
件
3
万

円
の
保
険
料
が
か
か
る
）の

開
始
に
よ
る
出
産
費
用
の
上

昇
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

出
産
育
児
一
時
金
等
の
支

給
額
を
35
　

万
円
か
ら
38
　

万
円

に
引
き
上
げ
る
改
正
を
行
う

も
の
で
す
。

問　

今
回
の
改
正
は
、
産
科

医
療
補
償
制
度
に
基
づ
く

が
、
出
産
育
児
一
時
金
受
領

委
任
払
い
が
21
年
1
月
か
ら

始
ま
る
。
こ
れ
ま
で
の
支
払

方
法
、
1
月
か
ら
の
支
払
方

法
は
ど
う
な
る
か
。

保
健
福
祉
課
長　

12
月
ま
で

は
出
産
貸
付
制
度
、
出
産
育

児
一
時
金
35
万
円
を
全
額
出

産
1
カ
月
前
か
ら
貸
し
付
け

る
か
、
ま
た
は
出
産
後
、
直

接
役
場
の
窓
口
で
受
領
し
て

い
た
だ
く
と
い
う
2
方
式
で

す
。

　

1
月
1
日
以
降
に
出
産
す

る
方
は
、
病
院
の
方
で
受
任

を
依
頼
し
た
い
場
合
、
申
請

に
基
づ
い
て
医
療
機
関
か
ら

役
場
に
本
人
を
経
由
し
て
申

請
さ
れ
る
と
、
38
万
円
が
支

払
わ
れ
る
仕
組
み
と
、
従
来

ど
お
り
の
出
産
後
の
請
求
で

の
支
払
と
な
り
、
1
月
以
降

も
貸
付
制
度
を
存
続
す
る
の

で
、
住
民
の
方
に
と
っ
て
利

用
し
や
す
い
仕
組
み
に
な
っ

て
い
ま
す
。

再
質
問　

受
領
委
任
払
制
度

が
1
月
か
ら
始
ま
る
と
、
改

め
て
借
り
る
人
は
少
な
く
な

る
と
思
わ
れ
る
が
、
貸
付
制

度
の
有
効
性
は
ど
う
な
る
か
。

保
健
福
祉
課
長　

出
産
育
児

一
時
金
は
、
分
娩
費
用
だ
け

と
い
う
考
え
方
で
は
な
く
、

諸
経
費
に
つ
い
て
も
含
ま
れ

る
と
い
う
解
釈
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
今
後
の
動
向
を
見
な

が
ら
貸
付
制
度
が
必
要
で
、

利
便
性
が
あ
れ
ば
、
継
続
し

た
い
と
考
え
ま
す
。

　

�

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

提
案
理
由　

21
年
度
か
ら
新

た
に
町
民
税
の
寄
附
金
控
除

の
対
象
と
な
る
寄
附
金
に
つ

い
て
、
20
年
度
に
地
方
税
法

の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
所
得

税
の
寄
附
金
控
除
の
対
象
と

な
る
寄
附
金
の
う
ち
、
地
方

公
共
団
体
が
条
例
で
指
定
す

る
寄
附
金
を
個
人
住
民
税
の

寄
附
金
控
除
の
対
象
と
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

県
内
で
は
、
250
団
体
・
事

業
所
が
対
象
と
な
り
、
町
内

で
は
社
会
福
祉
法
人
と
し

て
、
日
就
会
、
ユ
ニ
ケ
ア
と

亘
理
町
社
会
福
祉
協
議
会
の

3
法
人
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

施
行
日
は
21
年
4
月
1

日
、
経
過
措
置
と
し
て
、
新

条
例
は
、
20
年
1
月
1
日
以

後
の
寄
附
金
に
つ
い
て
も
適

用
さ
れ
ま
す
。

　

�

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

　

12
月
定
例
会
を
12
月
10
日
か
ら
12
月
15
日
ま
で

の
6
日
間
の
会
期
で
開
き
ま
し
た
。

　

町
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
等
は
20
件
で
、
提
出

さ
れ
た
議
案
は
、
慎
重
審
議
の
結
果
す
べ
て
原
案

の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
、13
日
㈯
・
14
日
㈰「
休
日
議
会
」

を
開
催
し
、
9
人
の
議
員
が
町
の
考
え
を
質た
だ

し
ま

し
た
。

　

鹿
島
地
区
の
県
道
亘
理
停

車
場
線
を
横
断
す
る
雨
水
幹

線（
鹿
島
川
）の
改
修
工
事

に
お
い
て
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
地
下

ケ
ー
ブ
ル
が
支
障
と
な
る
た

め
移
転
工
事
す
る
も
の
で

す
。

（
契
約
者
）

東
日
本
電
信
電
話
㈱

（
工　

期
）

平
成
20
年
12
月
16
日

平
成
21
年
3
月
25
日
ま
で

�

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

出
産
一
時
金
35
万
→
38
万

国
民
健
康
保
険
条
例
を
改
正

寄
附
金
控
除
の
対
象
を
拡
大

町
税
条
例
を
改
正

地
下
ケ
ー
ブ
ル
を
移
転

委
託
契
約
の
締
結

安
心
し
て
出
産
で
き
る
環
境
を

12月定例会

沐浴をすませ、授乳を待つ新生児
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提
案
理
由　

指
定
管
理
者
の

指
定
に
つ
い
て
は
、
前
回
に

引
き
続
き
21
年
度
か
ら
3
年

間
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
な

お
、
指
定
管
理
者
選
定
委
員

に
つ
き
ま
し
て
は
、
9
名
の

方
に
お
願
い
を
し
て
い
ま

す
。

　

指
定
管
理
者
の
選
定
に
あ

た
り
、
原
則
公
募
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
非
公
募
の
施
設

も
あ
り
ま
す
。

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

鳥
の
海
荘
の
非
公
募
に
つ
い

て
は
、
日
就
会
に
指
定
管
理

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
が
、

鳥
の
海
荘
の
建
物
が
老
朽
化

し
て
い
る
の
で
、
日
就
会
で

は
民
設
民
営
で
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
を
今
後
も
や
り

た
い
と
い
う
計
画
が
あ
る
こ

と
か
ら
前
回
同
様
、
非
公
募

で
日
就
会
に
お
願
い
し
た
い

と
い
う
こ
と
で
す
。

　

ほ
の
ぼ
の
園
と
ゆ
う
ゆ
う

作
業
所
も
非
公
募
で
実
施
し

て
い
ま
す
。
以
前
か
ら
、
町

の
社
会
福
祉
協
議
会
に
委
託

し
て
お
り
、
こ
の
両
施
設
と

も
障
害
を
持
っ
た
方
た
ち
の

通
所
施
設
と
い
う
こ
と
で
、

職
員
、
関
係
者
等
が
非
常
に

な
じ
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
一
挙
に
変
え
る
の

は
非
常
に
通
所
あ
る
い
は
処

遇
す
る
の
に
あ
た
っ
て
支
障

を
き
た
す
と
い
う
こ
と
か

ら
、
非
公
募
に
し
ま
し
た
。

　

荒
浜
漁
港
フ
ィ
ッ
シ
ャ

リ
ー
ナ
の
非
公
募
の
理
由

は
、
荒
浜
漁
港
全
体
の
管
理

者
は
、
県
か
ら
県
漁
業
協
同

組
合
に
全
面
的
な
管
理
を
委

託
さ
れ
て
い
ま
す
。
水
域
全

体
を
考
慮
し
ま
す
と
、安
全
・

安
心
の
面
か
ら
、
県
漁
業
協

同
組
合
亘
理
支
所
に
非
公
募

で
指
定
管
理
す
る
の
が
望
ま

し
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

そ
の
他
6
件
に
つ
い
て
は

公
募
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
公
募
い
た
し
ま
し

た
が
、
結
果
的
に
は
前
回
管

理
を
受
け
て
い
る
団
体
の
み

申
し
込
み
が
あ
り
ま
し
た
。

問　

自
転
車
等
駐
輪
場
の
管

理
委
託
料
に
つ
い
て
ど
う
い

う
議
論
が
さ
れ
た
か
。

都
市
建
設
課
長　

応
募
に
あ

た
り
、
委
託
料
の
額
も
記
入

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

19
年
度
の
決
算
と
ほ
ぼ
同
じ

内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

再
質
問　

指
定
管
理
者
制
度

に
移
行
す
る
段
階
で
、
少
し

で
も
町
の
持
ち
出
し
分
を
少

な
く
す
る
ね
ら
い
が
あ
っ
た

が
、
今
回
は
そ
の
成
果
は
あ

る
の
か
。

都
市
建
設
課
長　

18
年
以
前

は
委
託
で
お
願
い
し
て
い
ま

し
た
。そ
の
と
き
の
下
郡
区
、

浜
吉
田
西
区
、
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
は
、
指
定
管
理

者
に
な
っ
て
も
同
じ
よ
う
な

状
態
で
管
理
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　

ど
の
ぐ
ら
い
経
費
が
節
減

さ
れ
た
か
と
い
う
の
は
、
な

か
な
か
判
断
す
る
の
は
難
し

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
、
民
間
の
会
社
と
違

い
ま
し
て
、
非
営
利
団
体
の

委
託
場
所
に
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
民
間
と
比
べ
れ
ば
か

な
り
安
い
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

　

�
（
全
員
賛
成
で
可
決
）

指定管理者決定指定管理者決定
住民サービス向上に期待

12月定例会

施設の名称 指定管理者となる団体
公　募
非公募の別

期　　間

デイサービスセンターおおくま荘 社会福祉法人 日就会 公　募

平成21年4月1日～
  平成24年3月31日

デイサービスセンター鳥の海荘 社会福祉法人 日就会 非公募

ほのぼの園 社会福祉法人 亘理町社会福祉協議会 非公募

ゆうゆう作業所 社会福祉法人 亘理町社会福祉協議会 非公募

荒浜漁港フィッシャリーナ 宮城県漁業協同組合 非公募

逢隈駅東自転車等駐輪場 下郡区 公　募

浜吉田駅西自転車等駐輪場 浜吉田西区 公　募

亘理駅西自転車等駐輪場 社団法人 亘理町シルバー人材センター 公　募

亘理駅東自転車等駐輪場 社団法人 亘理町シルバー人材センター 公　募

亘理駅東駐車場 社団法人 亘理町シルバー人材センター 公　募
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総

務

費

�

1
，
7
6
7
万
円

　

人
事
異
動
に
よ
る
人
件
費

の
増
額
、
農
業
委
員
会
委
員

選
挙
、
宮
城
海
区
漁
業
調
整

委
員
会
委
員
選
挙
が
実
施
さ

れ
な
か
っ
た
た
め
の
減
額
な

ど
。

民

生

費

�

3
，
7
0
5
万
円

　

心
身
障
害
者
、
乳
幼
児
の

医
療
費
の
増
加
や
保
育
所
管

理
経
費
で
燃
料
光
熱
費
の
高

騰
で
の
増
加
な
ど
。

衛

生

費

�

6
万
円

　

人
件
費
の
減
額
の
ほ
か
、

廃
品
回
収
の
リ
サ
イ
ク
ル
事

業
を
町
内
会
で
実
施
す
る
地

区
が
増
え
、
そ
の
奨
励
金
の

増
額
な
ど
。

農
林
水
産
業
費

�

2
0
0
万
円

　

本
郷
地
区
の
水
質
が
さ
け

ふ
化
場
に
適
さ
ず
、
新
た
に

水
質
調
査
を
す
る
た
め
の
業

務
委
託
料
な
ど
。

商

工

費

�

8
，
0
3
6
万
円

　

誘
致
し
た
企
業
が
進
出
予

定
の
高
屋
地
区
の
測
量
業
務

委
託
料
な
ど
。

土

木

費

�

△
4
，
5
7
4
万
円

　

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会

計
へ
の
繰
出
金
の
減
額
な

ど
。

教

育

費

�

△
2
，
2
9
3
万
円

　

人
件
費
の
減
額
と
学
校
給

食
費
の
燃
料
光
熱
費
高
騰
に

よ
る
増
額
な
ど
。

災
害
復
旧
費

�
4
7
1
万
円

　

8
月
の
集
中
豪
雨
で
被
災

し
た
一
の
坂
林
道
の
復
旧
費

な
ど
。

一
般
会
計
６
，６
９
３
万
円
を
追
加
し
、

�

総
額
88
億
９
，２
６
５
万
円
に

会　計　名 補正前の額 補　正　額 補正後の額 採決の結果

一 　 般 88億2,571万円 6,693万円 88億9,265万円 全員賛成で可決

国 民 健 康 保 険 36億3,134万円   △ 251万円 36億2,882万円 全員賛成で可決

公 共 下 水 道 事 業 16億6,795万円   △ 633万円 16億6,161万円 全員賛成で可決

介 護 保 険 17億8,606万円 1,010万円 17億9,616万円 全員賛成で可決

わたり温泉鳥の海 3億6,951万円 5,127万円 4億2,078万円 全員賛成で可決

水道
収益的収入 8億7,440万円 377万円 8億7,817万円 全員賛成で可決

収益的支出 8億6,544万円 40万円 8億6,585万円 全員賛成で可決

12月定例会

新たな企業が進出する建設予定地（逢隈高屋西部地区）

企業進出いよいよ本格的に！
　平成20年度一般会計、各種特別会計の補正予算をそれぞれ
原案のとおり可決しました。
　ここでは一般会計及び特別会計の主な事業を紹介します。
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　町民グループや地域の要請等により、議員が直接出向き議員の考えや議会
運営、更に、町づくりの課題などについて話し合い、住民の意見を議会運営
に反映させ、議会の機能と役割を説明します。

「議会の出前懇談会」の募集
まちづくり等について議員と話してみませんか!!

詳しくは　亘理町議会事務局　電話 0223－34－0506
http://www.town.watari.miyagi.jp/
議会に関する詳しい内容は亘理町のホームページからもご覧になれます。

●利用できるのは
　　10人以上の町民の出席が見込める団体・グループ

●懇談会のテーマ
　　まちづくりに関することなど

●開催方法
　　日時・場所についてはご相談に応じます。

　

提　出　者 内　　　容

宮城県春闘共闘会議代表幹事
宮城県労働組合総連合
  議長　高橋　正利

最低賃金の大幅な引き上げと、全国一律最低賃金制度確
立を国に求める意見書採択を求める陳情書

全日本国立医療労働組合宮城支部
  支部長　庄子　　徹 地域医療と国立宮城病院の充実に関する陳情書

吉田東部地域整備促進期成同盟会
  会長　渡邉　信秋 町道拡張整備の早期完成に関する要望書

日本動物霊園連合
  久喜　清外 ペット移動火葬車の不使用を求める陳情書

陳情・要望書

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

�
2
5
1
万
円
を
減
額

　

人
件
費
減
額
、
退
職
被
保
険

者
等
療
養
給
付
金
の
増
額
な
ど
。

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

�

6
3
3
万
円
を
減
額

　

事
業
費
確
定
に
よ
る
減
額
、

地
下
ケ
ー
ブ
ル
施
設
補
償
費
の

増
額
な
ど
。

介
護
保
険
特
別
会
計

�

1
，
0
1
0
万
円
を
追
加

　

制
度
改
正
対
応
シ
ス
テ
ム
改

修
委
託
料
の
増
額
、
事
業
費
確

定
に
伴
う
減
額
な
ど
。

わ
た
り
温
泉
鳥
の
海
特
別
会
計

�

5
，
1
2
7
万
円
を
追
加

　

燃
料
高
騰
に
よ
る
光
熱
費
、

浴
場
の
手
す
り
設
置
、
消
耗
品

や
食
材
料
費
の
増
額
な
ど
。

水
道
事
業
会
計

収
益
的
収
入

�

3
7
7
万
円
を
追
加

　

仙
南
仙
塩
広
域
水
道
漏
水
事

故
の
経
費
の
う
ち
宮
城
県
企
業

局
か
ら
の
負
担
金
納
入
で
の
増

額
な
ど
。 特

別
会
計

12月定例会
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休日議会アンケート集計結果
問．あなたの年齢は

30 ～ 39 歳
1％（1人）

70 歳以上
16％（11 人）

40 ～ 49 歳
13％（9人）

50 ～ 59 歳
47％（32 人）

60 ～ 69 歳
23％（15 人）

　③現在の社会問題や課題であったか

はじめて
45％（30 人）

そうであった
95％（54 人）

そうではなかった
5％（3人）

問．傍聴したことは

はじめて
45％（30 人）

5回以上
9％（6人）

2～ 4回
46％（31 人）

問．一般質問について
　①質疑内容は

はじめて
45％（30 人）

わかりにくい
9％（5人）

わかりやすい
91％（52 人）

　②議論について

普通である
64％（37 人）

非常に活発である
17％（10 人）

もの足りなさを
感じる

19％（11 人）

傍聴者数� 101人

アンケート回答者数� 70人

アンケート回答率� 69％

　12月定例会の「一般質問」は13日㈯、14日㈰
の休日に行い、多くの傍聴者が見られました。
その集計結果の一部をご紹介します。
　たくさんの貴重な意見ありがとうございま�
した。
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ご協力ありがとうございました

・主婦、女性の立場で質問内容が理解できた。
・一般質問で取り上げるべきではなかった内容もあった。
・質疑の内容からもう少し短縮可能かと思われます。
・町長を核とする執行部に対し、是々非々の立場を貫いてほしい。
・一般質問をしない議員の意見も聞いてみたい。
・野焼きの件やわたり温泉の件について関心があったので、わかりやすくてよかった。
・遊休農地を活用して、地場産品を増やし亘理町で自給自足率を宮城県で一番にしてほしい。
・まわりくどい答弁のように感じた。
・担当課長が答弁した方がもっと生の答弁が聞けたように感じた。
・町民にとって身近な問題が話し合われて大変参考になった。
・町民が知りたい質問というよりも意見発表に見える。
・質問者はもっと簡単に、重要なことだけでよい。
・議員は質問するだけではなく、あるべき姿を提言し突っ込んだ議論をしてほしい。
・生活に密着したゴミ問題についてわかりやすかった。

意見・要望等、議員に望むことなど

問．また傍聴したいですか

普通である
64％（37 人）

はい
90％（58 人）

その他 5％（3人）いいえ
5％（3人）

問．休日議会の開催は

はじめて
45％（30 人）

今後も続けたほうが良い
75％（49 人）

平日開催でもよい
25％（16 人）

町民の声
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「一般質問」は町長に対し、事務の執行状況や将
来に向けての考えなどを質

た だ

すものです。
今回9人の議員が行いました。

佐藤アヤ議員   9Ｐ
・太陽光発電整備補助金の導入を
　多重債務問題の取り組みについて（掲載外）

高野　進議員   9Ｐ
・借入金の返済は可能か
　町税（町民税個人・法人、固定資産税、軽自動車税、都市計画税）の
　滞納対策について

熊田芳子議員   10Ｐ
・ごみ減量化を図るための対策は

佐藤　實議員   10Ｐ
・既存企業の育成は
　ＡＥＤ（自動体外式除細動器）使用について（掲載外）

鞠子幸則議員   11Ｐ
・中小企業の実態調査や緊急対応を
　委員会、審議会の運営の充実について（掲載外）
　より一層町民に開かれた町政について（掲載外）

小野一雄議員   11Ｐ
・遊休農地の野焼きは恒久的対策か
　わたり温泉鳥の海における接客のあり方について（掲載外）

安藤美重子議員   12Ｐ
・食の安全・安心の確立を
　より身近な親しみやすい図書館の充実について（掲載外）

鈴木高行議員   12Ｐ
・企業誘致に伴う土地利用計画は

島田金一議員   13Ｐ
・まちづくりに大学の研究機関を取り入れては

町
政
の
こ
こ
が
聞
き
た
い

町
政
の
こ
こ
が
聞
き
た
い

町
政
の
こ
こ
が
聞
き
た
い

一
般
質
問

�
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佐
藤
ア
ヤ 

議
員

問　

温
暖
化
対
策
と
し
て
二

酸
化
炭
素
削
減
に
貢
献
す
る

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
利

用
し
た
住
宅
に
対
し
て
補
助

金
を
交
付
し
て
は
。

町
長　

昨
年
の
6
月
議
会
に

お
い
て
環
境
基
本
条
例
を
制

定
し
、
現
在
は
環
境
基
本
計

画
の
策
定
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

地
球
温
暖
化
は
、
世
界
的

な
規
模
で
の
緊
急
的
な
課
題

と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
は
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
切
り
札
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

補
助
金
制
度
に
つ
い
て

は
、
県
な
ら
び
に
国
と
の
政

策
に
基
づ
き
ま
し
て
、
今
後

検
討
す
る
課
題
と
思
っ
て
い

ま
す
。

再
質
問　

太
陽
光
発
電
の
積

極
的
な
導
入
は
、
子
供
た
ち

へ
環
境
教
育
の
必
要
性
、
ま

た
こ
れ
か
ら
家
を
建
て
る
方

が
一
つ
の
目
標
と
し
て
検
討

す
る
と
考
え
ら
れ
る
が
。

町
長　

来
年
3
月
頃
ま
で
に

基
本
計
画
を
立
て
、
そ
の
中

で
学
校
教
育
の
問
題
や
い
ろ

い
ろ
な
分
野
に
わ
た
り
、
審

議
委
員
の
方
々
の
ご
意
見
を

踏
ま
え
て
検
討
し
ま
す
。

問　

わ
た
り
温
泉
鳥
の
海
の

4
月
か
ら
9
月
ま
で
の
事
業

収
入
は
。

町
長　

9
月
末
現
在
の
歳
入

総
額
は
1
億
8
，7
3
3
万

円
で
す
。

問　

4
月
か
ら
9
月
ま
で
の

歳
出
、
管
理
運
営
費
と
借
入

金
の
利
息
の
合
計
は
。

町
長　

9
月
末
現
在
の
歳
出

総
額
は
1
億
6
，9
0
5
万

円
で
す
。

問　

起
債（
借
入
金
）は
約

11
億
6
，0
0
0
万
円
あ
る

が
、
返
済
は
計
画
ど
お
り
可

能
か
。

町
長　

借
入
条
件
は
3
年
据

え
置
き
、

20
年
償
還

の
計
画
で

借
り
入
れ

ま
し
た
。

　

健
全
経

営
を
管
理

し
な
が
ら

進
め
て
い

き
ま
す
。

問　

24
年

の
2
月
ま

で
返
済
す

る
と
約
1
億
600
万
円
。
24
年

の
8
月
か
ら
6
，6
0
0
万

円
ず
つ
返
す
と
す
ぐ
資
金
が

枯
渇
し
て
支
払
い
不
能
に
な

る
の
で
は
。

町
長　

今
後
の
推
移
も
必
要

か
と
思
い
ま
す
。
こ
の
わ
た

り
温
泉
鳥
の
海
は
、
町
民
の

方
々
の
福
祉
向
上
の
施
設
で

も
あ
る
た
め
、経
営
安
定
を

今
後
と
も
努
力
し
て
い
き
ま

す
。

再
質
問　

返
済
計
画
を
見
直

す
と
か
、
今
か
ら
予
防
対
応

も
必
要
で
は
。

町
長　

10
年
借
り
て
ま
た
借

換
え
し
て
10
年
と
い
う
こ
と

で
、
20
年
償
還
の
契
約
で
す

が
、
更
に
20
年
の
借
換
え
も

可
能
か
ど
う
か
も
検
討
し
、

赤
字
が
出
た
場
合
に
は
福
祉

施
設
の
一
環
で
も
あ
る
の

で
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り

入
れ
も
可
能
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

太陽光発電整備補助金の導入を
環境基本計画で検討

借
入
金
の
返
済
は
可
能
か

経
営
安
定
に
努
力

高
野　

進 

議
員

まもなく1年を迎えるわたり温泉

太陽光発電の住宅

一 般 質 問



102009. 2　わたり議会だより103号

佐
藤　

實 

議
員

問　

既
存
企
業
の
育
成
支
援

は
。

町
長　

社
会
情
勢
の
混
迷
に

よ
り
一
段
と
厳
し
い
企
業
状

況
を
見
ま
す
と
、
融
資
限
度

額
を
、
現
在
の
700
万
円
か
ら

1
，0
0
0
万
円
ま
で
引
き

上
げ
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
中
小
企
業
の
経
営

安
定
の
た
め
支
援
す
べ
き
と

思
っ
て
い
ま
す
。

問　

商
業
活
動
の
活
性
化
支

援
に
つ
い
て
は
。

町
長　

伊
達
な
わ
た
り
活
き

生
き
大
賞
事
業
、
空
き
店
舗

活
用
の
推
進
事
業
、
さ
ら
に

中
心
商
店
街
活
性
化
事
業
と

し
て
わ
た
り
ト
コ
ト
ン
商
人

ま
つ
り
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
今
後
商
店
主
、商
工
会
、

町
が
三
位
一
体
と
な
っ
て
商

工
業
の
活
性
化
の
た
め
努
力

し
て
い
き
ま
す
。

再
質
問　

空
き
店
舗
活
用
事

業
を
町
外
の
方
に
も
、
支
援

し
て
は
。

町
長　

商
工
会
と
調
整
を
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問　

亘
理
ブ
ラ
ン
ド
確
立
に

つ
い
て
の
考
え
は
。

町
長　

一
昨
年
か
ら
出
ま
し

た
「
も
う
い
っ
こ
」は
、
香
港

へ
の
輸
出
も
さ
れ
て
い
ま

す
。
ア
カ
シ
タ
ビ
ラ
メ
の
加

工
品
や
ホ
シ
ガ
レ
イ
な
ど
、

こ
れ
ら
商
品
の
ブ
ラ
ン
ド
化

と
販
路
拡
大
に
も
向
け
て
、

関
係
の
方
々
と
相
談
を
し
な

が
ら
進
め
て
い
き
ま
す
。

再
質
問　

定
着
型
の
み
や
げ

品
と
し
て
さ
ら
に
広
告
し
て

は
。

町
長　

こ
れ
か
ら
の
観
光
は

新
し
い
産
業
と
思
っ
て
い
ま

す
の
で
、
各
団
体
の
方
々
の

協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
推

進
を
図
っ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

問　

ご
み
の
処
理
経
費
が

年
々
増
え
、
平
成
19
年
度
で

は
、
3
億
800
万
円
の
血
税
が

使
わ
れ
て
い
る
。
ど
う
対
処

す
る
の
か
。

町
長　

二
市
二
町
の
相
互
連

携
を
図
り
な
が
ら
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

再
質
問　

水
切
り
に
要
す
る

経
費
が
1
㍑
あ
た
り
27
円
か

か
る
が
、
ご
み
集
積
所
が
野

ざ
ら
し
に
な
っ
て
い
る
場
所

は
あ
る
か
。

町
民
生
活
課
長　

町
内
160
カ

所
の
う
ち
5
カ
所
あ
り
ま
す
。

問　

町
民
の
皆
さ
ん
に
わ
か

り
や
す
く
訴
え
る
ビ
デ
オ
を

作
成
し
て
は
ど
う
か
。

町
長　

啓
発
ビ
デ
オ
だ
け
で

は
な
く
、
ご
み
減
量
化
に
あ

ら
ゆ
る
手
法
を
考
え
な
が

ら
、
鋭
意
努
力
し
て
い
き
ま

す
。

再
質
問　

町
長
の
任
期
中
に

分
別
収
集
の
徹
底
を
図
り
、

形
と
し
て
あ
ら
わ
す
考
え
は
。

町
長　

今
年
中
に
実
際
の
行

動
計
画
を
作
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

問　

ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
リ
ー

ダ
ー
（
仮
称
）
を
公
募
し
、

各
地
区
へ
出
前
講
座
な
ど
を

実
施
す
る
考
え
は
。

町
長　

平
成
21
年
1
月
か
ら

職
員
に
よ
る
出
前
講
座
を
実

施
し
ま
す
。

問　

ご
み
は
有
料
化
に
な
る

の
か
。

町
長　

老
朽
化
に
よ
る
ご
み

焼
却
場
と
最
終
処
分
場
の
用

地
取
得
等
を
検
討
し
て
い
ま

す
。
今
後
建
設
す
る
に
あ
た

り
、
膨
大
な
経
費
が
か
か
る

た
め
、
ご
み
の
有
料
化
も
視

野
に
入
れ
な
が
ら
検
討
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ご
み
減
量
化
を
図
る
た
め
の
対
策
は

出
前
講
座
な
ど
で
処
理
経
費
の
抑
制
に
努
め
る

熊
田
芳
子 
議
員

既存企業の育成は
支援融資限度額の引き上げを検討

屋根のないごみ集積所

中小企業振興資金パンフレット

一 般 質 問



11 2009. 2　わたり議会だより103号

鞠
子
幸
則 

議
員

問　

商
工
会
と
協
力
し
中
小

企
業
の
経
営
状
況
を
調
査

し
、
相
談
体
制
を
充
実
し
て

は
ど
う
か
。

町
長　

商
工
会
職
員
が
中
小

企
業
を
回
り
、
現
状
に
つ
い

て
聞
き
取
り
、
懸
案
等
が
あ

れ
ば
経
営
指
導
者
、
中
小
企

業
診
断
士
等
が
解
決
策
を
考

え
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

4
月
か
ら
9
月
ま
で
の
巡

回
訪
問
件
数
、
635
件
。
月
平

均
105
件
で
、
う
ち
製
造
業
は

88
件
、
建
設
業
は
124
件
、
商

業
は
510
件
で
す
。
内
容
は
、

金
融
に
関
し
て
243
件
、
経
営

一
般
に
関
し
て
122
件
、
税
務

に
関
し
て
64
件
と
聞
い
て
い

ま
す
。
町
は
、
振
興
資
金
融

資
事
業
を
紹
介
し
、
商
工
業

者
の
経
営
の
安
定
、
改
善
が

図
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
金
融
公
庫
の
個
別

相
談
や
、
が
ん
ば
る
企
業
支

援
セ
ン
タ
ー
個
別
相
談
会
な

ど
も
開
催
さ
れ
、金
融
対
策
、

経
営
の
改
善
の
た
め
の
相
談

事
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

再
質
問　

町
と
し
て
中
小
企

業
を
守
る
た
め
に
ど
う
す
る

の
か
。
実
態
調
査
、
緊
急
対

応
が
必
要
だ
と
思
う
が
。

町
長　

雇
用
対
策
や
金
融
対

策
、
借
り
入
れ
す
る
場
合
の

緊
急
保
証
制
度
や
金
融
機
関

と
の
打
ち
合
わ
せ
、
町
も
会

社
の
経
営
状
態
や
雇
用
状
況

を
勘
案
し
、
12
月
12
日
に
対

策
本
部
を
開
設
い
た
し
ま
し

た
の
で
、
早
急
に
対
策
本
部

会
議
を
開
催
し
、対
応
を
積
極

的
に
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

問　

吉
田
塩
田
地
区
に
4
・

7
㌶
の
遊
休
農
地
が
あ
る
。

こ
れ
ま
で
2
回
の
野
焼
き
を

実
施
し
て
い
る
が
、
恒
久
的

対
策
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

町
長　

大
畑
浜
南
北
地
区
の

皆
さ
ま
方
に
よ
り
、
野
焼
き

や
清
掃
活
動
が
実
施
さ
れ
て

お
り
心
か
ら
敬
意
と
感
謝
を

し
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も

所
有
者
に
対
し
て
、
い
ろ
い

ろ
と
指
導
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

問　

土
地
所
有
者
と
町
当
局

の
防
災
対
策
等
の
交
渉
経
過

は
。

町
長　

相
手
方
と
折
衡
し
て

い
る
が
、

同
意
が
得

ら
れ
ず
接

触
を
重
ね

て
い
ま
し

た
が
、
一

昨
日
、
農

地
の
管
理

や
野
焼
き

等
に
つ
い

て
説
得
を

行
い
、
前

向
き
の
返

事
が
あ
り

ま
し
た
。

問　

行
政
区
で
用
地
の
一
部

を
借
り
て
お
花
畑
に
し
た
い

よ
う
だ
が
可
能
な
の
か
。

町
長　

菜
の
花
、
ひ
ま
わ
り

等
の
花
い
っ
ぱ
い
運
動
と
し

て
地
域
活
動
の
取
り
組
み
は

大
変
有
効
で
あ
り
ま
す
。
用

地
借
用
に
つ
い
て
は
、
積
極

的
に
対
応
し
期
待
に
沿
え
る

よ
う
に
考
え
て
い
き
ま
す
。

問　

遊
休
農
地
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
を
つ
く
り
対
応
す

べ
き
で
は
。

町
長　

農
業
の
大
き
な
問
題

で
す
の
で
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
設
置
の
検
討
や
所
有

者
、
耕
作
者
、
農
業
団
体
及

び
関
係
機
関
と
連
携
の
も

と
、
遊
休
農
地
の
解
消
、
活

用
に
つ
い
て
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

遊
休
農
地
の
野
焼
き
は
恒
久
的
対
策
か

所
有
者
に
指
導
を

小
野
一
雄 

議
員

中小企業の実態調査や緊急対応を
対策本部を開設する

産業観光課内に対策本部を設置

塩田地区の野焼き

一 般 質 問



122009. 2　わたり議会だより103号

鈴
木
高
行 

議
員

問　

現
在
の
土
地
利
用
状
況

や
用
途
地
域
の
指
定
状
況
か

ら
す
る
と
、
第
2
、
第
3
の

企
業
誘
致
を
積
極
的
に
進
め

る
た
め
、
工
業
用
地
の
指
定

や
工
業
団
地
の
造
成
計
画
に

つ
い
て
の
考
え
は
。

町
長　

現
在
、
工
業
流
通

ゾ
ー
ン
と
し
て
亘
理
イ
ン

タ
ー
西
側
の
土
地
が
総
合
発

展
計
画
と
土
地
利
用
計
画
の

位
置
づ
け
に
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
他
に
つ
き
ま
し
て

は
、
亘
理
町
は
農
業
が
基
幹

産
業
で
あ
り
、
ほ
場
整
備
も

行
っ
て
お
り
、
工
場
誘
致
に

適
す
る
広
大
な
土
地
を
確
保

す
る
の
が
現
時
点
で
見
あ
た

ら
な
い
の
が
現
状
で
す
。
さ

ら
に
工
業
団
地
造
成
計
画
の

段
階
ま
で
行
く
と
、
財
政
的

な
負
担
が
か
か
り
ま
す
。
用

地
を
取
得
し
て
、
さ
ら
に
造

成
を
し
、
は
た
し
て
そ
の
後

に
張
り
付
く
か
ど
う
か
懸
念

さ
れ
ま
す
。

再
質
問　

進
出
し
た
い
企
業

に
対
し
、
受
け
入
れ
側
の
町

と
し
て
姿
勢
が
不
十
分
で
は

な
い
か
。

町
長　

国
土
利
用
計
画
、
第

四
次
総
合
発
展
計
画
の
中
の

変
更
に
基
づ
き
計
画
を
進
め

て
い
き
ま
す
が
、
一
番
困
難

な
の
が
農
地
転
用
の
問
題
で

す
。
農
政
局
か
ら
の
厳
し
い

許
認
可
が
あ
る
こ
と
も
ご
理

解
願
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

問　

生
き
る
う
え
で
、
安
全

で
安
心
な
食
物
が
必
要
で

す
。
町
で
か
か
わ
る
給
食
の

食
材
の
調
達
に
つ
い
て
産
地

の
調
査
を
し
て
い
る
か
。

教
育
長　

給
食
セ
ン
タ
ー
で

は
安
全
で
安
心
な
給
食
の
提

供
を
第
一
と
考
え
て
い
ま

す
。
必
要
な
カ
ロ
リ
ー
と
栄

養
素
を
満
た
し
た
お
い
し
い

給
食
、
低
価
格
の
食
材
の
購

入
に
鋭
意
努
力
し
運
営
し
て

い
ま
す
。

　

産
地
の
調
査
は
注
文
前
の

見
積
り
の
際
に
産
地
を
確
認

し
、
食
材
の
受
け
入
れ
、
検

収
の
時
も
再
確
認
し
納
入
帳

簿
に
も
記
録
し
て
い
ま
す
。

再
質
問　

地
場
産
品
の
使
用

は
増
加
し
て
い
る
の
か
。

教
育
長　

な
る
べ
く
地
場
産

品
を
使
用
す
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
が
一
日
3
，2
0
0

食
の
食
材
を
一
様
に
そ
ろ
え

る
の
が
難
し
い
の
で
横
ば
い

の
よ
う
で
す
。

再
質
問　

輸
入
品
の
割
合

は
。

教
育
長　

品
目
数
に
し
ま
す

と
全
体
の
約
3
％
（
10
月
使

用
）で
す
。

再
質
問　

学
校
給
食
が
安
全

で
あ
る
こ
と
の
周
知
は
。

教
育
長　

給
食
セ
ン
タ
ー
と

教
育
委
員
会
で
確
認
を
し
な

が
ら
、
学
校
と
保
護
者
の
方

に
も
通
知
を
出
し
て
い
ま
す
。

食
の
安
全
・
安
心
の
確
立
を

産
地
の
調
査
は
注
文
前
と
受
け
入
れ
時
に
も

安
藤
美
重
子 
議
員

企業誘致に伴う土地利用計画は
工業誘致に適する広大な土地を確保できない

みんなでなかよく給食当番（吉田小学校）

亘理インター西側付近の土地

一 般 質 問
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議 会 の 動 き

9
／
20	

教
育
福
祉
常
任
委
員
会
懇
談
会

9
／
25	

議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

9
／
29

	

産
業
建
設
常
任
委
員
会
先
進
地
調
査

　

～

	
	

（
三
重
県
亀
山
市
、
愛
知
県
蒲
郡
市
）

10
／
1

10
／
6	

議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

10
／
14	

亘
理
地
方
町
議
会
議
員
研
修
会

	

総
務
常
任
委
員
会

	

教
育
福
祉
常
任
委
員
会

10
／
15	

総
務
常
任
委
員
会
先
進
地
調
査

　

～
17	

	

（
長
野
県
茅
野
市
、
長
野
県
波
田
町
）

10
／
16	

福
島
県
棚
倉
町
議
会
行
政
視
察

10
／
20	

議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

10
／
24	

議
会
運
営
委
員
会

10
／
29	

教
育
福
祉
常
任
委
員
会

10
／
30	

総
務
常
任
委
員
会

11
／
4	

産
業
建
設
常
任
委
員
会

	

亘
理
名
取
地
区
市
町
議
会
連
絡
協
議
会　

	

県
議
会
議
員
と
の
行
政
懇
談
会

11
／
6	

教
育
福
祉
常
任
委
員
会
先
進
地
調
査

	

（
仙
台
市
野
村
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
、
三
本
木
児
童
交
流
セ
ン
タ
ー
）

11
／
11	

大
阪
府
岬
町
議
会
行
政
視
察

11
／
12	

議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会
広
報
研
究
会

11
／
13	

亘
理
地
方
町
議
会
議
員
視
察
調
査

　

～
14	

	

（
福
島
県
会
津
若
松
市
、
福
島
県
下
郷
町
）

11
／
17	

議
会
運
営
委
員
会

11
／
26	

岩
手
県
岩
手
町
議
会
行
政
視
察

11
／
30	

総
務
常
任
委
員
会

12
／
2	

産
業
建
設
常
任
委
員
会

12
／
5	

議
会
運
営
委
員
会

	

全
員
協
議
会

12
／
10

	
第
12
回　

亘
理
町
議
会
定
例
会

　

～
15

島
田
金
一 

議
員

問　

本
町
で
過
去
に
大
学
と

各
分
野
に
お
い
て
提
携
し
た

こ
と
は
あ
る
か
。

町
長　

2
年
前
に
実
施
し
た

地
域
子
ど
も
教
室
や
亘
理
町

運
動
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

事
業
、
さ
ら
に
町
単
独
事
業

の
療
育
支
援
の
巡
回
相
談
事

業
等
に
大
学
と
連
携
の
う
え

で
支
援
を
お
願
い
し
ま
し

た
。

問　

国
立
大
学
が
独
立
法
人

と
な
っ
た
が
、
費
用
を
負
担

し
て
も
ら
い
、
共
同
で
研
究

を
行
う
考
え
は
。

町
長　

大
学
を
利
用
し
た
場

合
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
説
と
か

一
方
通
行
に
な
る
恐
れ
も
あ

り
ま
す
が
、
学
官
民
の
連
携

も
こ
れ
か
ら
進
め
る
べ
き
と

思
い
ま
す
。

問　

宮
城
県
内
の
大
学
と
提

携
し
て
、
環
境
、
健
康
福
祉
、

観
光
、
教
育
な
ど
各
分
野
ご

と
に
協
定
を
結
ん
で
企
画
や

調
査
、実
践
を
行
う
考
え
は
。

町
長　

大
学
に
限
ら
ず
民

間
、
シ
ン
ク
タ
ン
ク
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
等
の
専
門
的
な
知
識

や
経
験
を
活
か
し
、
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

問　

町
職
員
も
大
学
側
か
ら

の
予
備
知
識
が
必
要
と
な

り
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
も
向
上

で
き
る
と
思
う
が
。

町
長　

今
後
、
企
画
調
整
会

議
を
開
き
な
が
ら
来
年
度
に

向
け
て
実
行
で
き
る
よ
う
検

討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

まちづくりに大学の研究機関を取り入れては
企画調整の中で検討

運動支援サポーター養成事業

一 般 質 問
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三
本
木
地
域
は
、
幼
児
・

児
童
を
取
り
巻
く
教
育
の
環

境
が
悪
く
、
そ
れ
を
解
消
す

る
た
め
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
と
と
も
に
、
幼
保
一
元

化
施
設
と
し
て
三
本
木
子
育

て
支
援
総
合
施
設
ひ
ま
わ
り

園
と
三
本
木
児
童
交
流
セ
ン

タ
ー
が
建
設
さ
れ
た
。

　

平
成
22
年
4
月
に
開
設
す

る
亘
理
町
中
央
児
童
セ
ン

タ
ー
は
、
待
機
児
童
の
解
消

と
、
4
年
生
か
ら
6
年
生
ま

で
対
応
す
る
ス
ペ
ー
ス
の
確

保
な
ど
、
保
護
者
の
ニ
ー
ズ

に
応
え
る
こ
と
が
大
切
で
あ

る
。
ま
た
、
人
的
ス
タ
ッ
フ

の
配
置
、臨
時
職
員
の
待
遇
、

児
童
ク
ラ
ブ
と
自
由
来
館
の

目
的
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。

保
護
者
の
意
見
を
反
映
さ
せ

�

中
央
児
童
セ
ン
タ
ー
の
建
設
を

教
育
福
祉
常
任
委
員
会

　

学
校
給
食
施
設
整
備
事
業

と
し
て
、
ア
レ
ル
ギ
ー
対
策

の
た
め
の
調
理
室
も
含
め
、

十
分
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

と
い
う
観
点
か
ら
、
仙
台
市

で
初
め
て
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー

に
対
応
し
た
野
村
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
を
調
査
し
た
。

　

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
食

専
用
調
理
室
を
含
め
、
対
象

児
童
生
徒
に
提
供
す
る
た
め

の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
や
ス

タ
ッ
フ
、
設
備
等
の
費
用
等

を
考
え
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
等
も

視
野
に
い
れ
て
、
早
期
建
設

を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。
ま

た
保
護
者
・
児
童
・
学
校
の

連
携
と
医
師
の
指
導
等
、
具

体
的
な
マ
ニ
ュ
ア
ル
も
作
成

す
る
必
要
が
あ
る
。

ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
食
専
用
調
理
室
を

�

含
む
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
設
を

Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
と
は

　

公
共
施
設
等
の
建
設
、

維
持
管
理
、
運
営
等
を
民

間
の
資
金
、
経
営
能
力
及

び
技
術
的
能
力
を
活
用
し

て
行
う
手
法
で
す
。

調査報告と町への提言

委員会調査委員会調査

多目的ホール（三本木児童交流センター）を視察

仙台のアレルギー対策について説明を受ける
（野村学校給食センター）

　各常任委員会では議会閉会中の継続調査として、所管事務調査を実施しました。
本会議で各常任委員長から調査報告を町へ提言しましたのでお知らせします。
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協
働
の
ま
ち
づ
く
り
計
画

を
進
め
る
た
め
、
先
進
地
で

あ
る
長
野
県
茅
野
市
と
波
田

町
を
視
察
調
査
し
た
。

　

茅
野
市
で
は
、
平
成
15
年

に
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の

ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
」を

制
定
し
「
地
域
福
祉
」、「
生

活
環
境
」、「
こ
ど
も
・
家
庭

応
援
」の
3
課
題
の
各
分
野
で
、

市
民
、
民
間
主
導
、
行
政
支

援
に
よ
る
公
民
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
て
い
る
。

　

波
田
町
で
は
、
行
政
改
革

の
中
で
住
民
協
働
係
を
地
域

づ
く
り
課
に
新
設
し
「
出
来

る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
」を

目
標
に
「
波
田
町
ら
し
さ
」

を
出
し
た
地
域
づ
く
り
を
進

め
て
い
る
。

　

本
町
で
も
「
亘
理
町
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
計
画
」を
策

定
し
取
り
組
ん
で
い
る
が
、

地
域
の
課
題
、
ま
ち
づ
く
り

の
課
題
は
「
住
民
一
人
一
人

が
自
覚
に
基
づ
き
、
取
り
組

む
べ
き
」と
い
う
共
通
認
識

を
持
ち
、
自
助（
住
民
力
）、

共
助（
地
域
力
）、
公
助（
行

政
力
）に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
な
が
ら
、
地
域
の

活
性
化
、
さ
ら
に
は
本
町
の

継
続
的
発
展
を
進
め
る
べ
き

で
あ
る
。

住
民
一
人
一
人
に
よ
る

�

ま
ち
づ
く
り
を

総
務
常
任
委
員
会

　

観
光
振
興
対
策
の
取
り
組

み
と
し
て
、
愛
知
県
蒲
郡
市

の
「
観
光
交
流
立
市
宣
言
」

に
つ
い
て
調
査
し
た
。

　

蒲
郡
市
は
、基
本
目
標「
市

民
の
市
民
に
よ
る
市
民
の
た

め
の
観
光
交
流
都
市
育
て
」

を
掲
げ
、
各
種
産
業
界
、
市

議
会
、
教
育
委
員
会
、
行
政
、

市
民
団
体
を
含
め
た
協
働
型

の
「
観
光
交
流
立
市
」宣
言

を
行
い
、
1
年
を
通
し
て
さ

ま
ざ
ま
な
事
業
を
展
開
し
成

果
を
上
げ
て
い
る
。

　

本
町
に
お
い
て
も
「
わ
た

り
温
泉
鳥
の
海
」が
観
光
拠

点
と
な
り
、
町
全
体
の
活
性

化
に
大
き
な
役
割
が
託
さ
れ

て
い
る
が
、「
ま
た
訪
れ
た

く
な
る
町
」を
創
る
た
め
町

民
、
地
場
産
業
界
、
行
政
が

一
体
と
な
っ
た
協
働
型
の
観

光
地
づ
く
り
に
取
り
組
む
必

要
が
あ
る
。

協
働
型
の
観
光
地
づ
く
り
を

産
業
建
設
常
任
委
員
会

　

新
た
な
企
業
進
出
や
既
存

企
業
の
設
備
投
資
拡
大
は
地

域
経
済
を
活
性
化
さ
せ
る
。

　

本
町
に
お
い
て
も
企
業
誘

致
に
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
必
要

不
可
欠
な
た
め
、
工
業
用
地

が
整
備
さ
れ
て
い
る
三
重
県

亀
山
市
を
調
査
し
た
。

　
「
亀
山
、
関
テ
ク
ノ
ヒ
ル

ズ
」用
地
は
、
平
成
元
年
10

月
に
住
友
商
事
㈱
が
工
業
・

住
宅
用
地
と
し
て
計
画
。
関

係
機
関
と
の
連
絡
調
査
に
よ

り
開
発
許
可
を

受
け
る
が
、
経

済
状
況
の
悪
化

に
よ
り
開
発
が

で
き
な
い
状
況

が
続
い
た
。

　

平
成
12
年
、

三
重
県
が
4
つ

の
バ
レ
ー
構
想

を
打
ち
出
し
、

開
発
に
対
し
て

企
業
と
行
政
が

連
絡
調
査
を
随

時
開
催
す
る
こ

と
で
、
法
的
手

続
き
、
計
画
の

見
直
し
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
が

短
期
間
で
行
う
こ
と
が
で
き

た
。

　

現
在
で
も
、
シ
ャ
ー
プ
㈱

を
中
心
に
関
連
企
業
が
進
出

し
、
大
き
な
経
済
波
及
効
果

を
も
た
ら
し
て
い
る
。

　

企
業
立
地
は
、
雇
用
就
労

の
確
保
、地
域
産
業
の
振
興
、

町
財
政
収
入
の
大
き
な
核
と

な
る
こ
と
か
ら
、
行
政
は
企

業
と
の
連
絡
調
査
を
積
極
的

に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

積
極
的
に
企
業
と
の
連
絡
調
査
を

「地域福祉」分野による駅前ビル施設を視察（長野県茅野市）

「観光交流立市宣言」について説明を受ける（愛知県蒲郡市）

道路整備（スマート IC）について説明を受ける（三重県亀山市）
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・
印
刷　

今
野
印
刷
株
式
会
社

　

輝
か
し
い
新
年
を
迎
え
ら

れ
た
と
思
い
ま
す
が
、
世
界

的
な
金
融
危
機
で
倒
産
、
失

業
な
ど
大
変
な
状
況
に
あ
り

ま
す
。

　

本
町
で
は
、
企
業
の
進
出

が
計
画
さ
れ
て
お
り
、
多
く

の
雇
用
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。
早
急
に
実
現
で
き
る
よ

う
町
民
あ
げ
て
歓
迎
を
し
た

い
で
す
ね
。

　

今
年
も
「
議
会
だ
よ
り
」

を
多
く
の
皆
さ
ん
に
愛
読
さ

れ
る
よ
う
な
編
集
を
目
指
し

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

議
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か
!!　

次
の
定
例
会
は
３
月
２
日
か
ら
の
予
定
で
す

休
日
議
会
を
傍
聴
し
て

大
河
原
み
つ
子 

さ
ん

�
�

（
下
大
畑
）

　
「
休
日
議
会
を
傍
聴
し
て

見
な
い
？
」と
友
人
に
声
を

か
け
ら
れ
た
と
き
、
私
は
休

日
議
会
ど
こ
ろ
か
平
日
の
議

会
を
一
度
も
傍
聴
し
た
こ
と

が
な
い
こ
と
に
気
付
か
さ
れ

ま
し
た
。
国
会
中
継
も
テ
レ

ビ
で
何
度
か
見
て
い
る
し
、

県
議
会
の
様
子
も
ニ
ュ
ー
ス

等
で
見
て
い
た
の
に
、
町
議

会
は
「
議
会
だ
よ
り
」を
読

む
だ
け
だ
っ
た
の
で
す
。

　

小
学
校
の
社
会
見
学
の
つ

も
り
で
傍
聴
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。
初
め
て
の
経
験
で

傍
聴
席
で
は
な
く
、
議
場
の

真
ん
中
に
入
場
し
て
し
ま
い

職
員
に
「
傍
聴
の
方
は
こ
ち

ら
か
ら
で
す
。」と
案
内
さ
れ

て
出
直
し
で
す
。
議
会
の
始

ま
る
合
図
、
議
員
の
質
問
、

そ
し
て
答
弁
の
様
子
な
ど
を

興
味
深
く
見
学
し
ま
し
た
。

近
く
の
席
で
傍
聴
さ
れ
て
い

た
方
が
、「
ど
う
し
て
町
長

さ
ん
と
教
育
長
さ
ん
し
か
答

弁
し
な
い
の
？
」と
つ
ぶ
や

い
た
の
を
耳
に
し
、
私
も
同

じ
く
疑
問
に
思
い
ま
し
た
。

　

今
回
、
2
日
間
あ
っ
た
休

日
議
会
の
1
日
だ
け
し
か
傍

聴
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

こ
れ
を
き
っ
か
け
に
本
来
の

平
日
議
会
に
も
足
を
運
び
、

今
度
は
大
人
の
目
線
で
傍
聴

し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　娘さんが申し込んでくれた絵画教室に通ったのがきっかけで絵を描き続
けて30年余り。
　平成5年には河北展に初入選、17年からは連続4回、計6回入選されて
いるそうです。
　目標は教室（白土会）と河北展に毎年出展すること。今は、白土展の作品
に取り組み中。「50の手習いなの」と微笑みながら話される半澤さんの瞳
は輝いていました。
　たくさん描き溜めた作品、また見せてくださいね。

大好きな絵を描き続けて
 半澤　よし さん（下大畑）

「
待
春
霊
山
」　

平
成
5
年　

第
57
回
入
選
作
品

�

（
吉
田
支
所
ロ
ビ
ー
に
て
掲
示
）

平成20年�河北展入選作品と
� 半澤さん

わ
た
り
　議

会
だ

よ
り

N
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私 も ひ と こ と

編
集
後
記

議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

　

委
員
長　

平
間　

竹
夫

　

副
委
員
長　

髙
野　

孝
一

　

委　
　

員　

相
澤
久
美
子

　
　
　
　
　
　

安
藤
美
重
子

　
　
　
　
　
　

山
本　

久
人

　
　
　
　
　
　

熊
田　

芳
子

休日議会の様子


